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					第十九国立銀行について-１
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						第十九国立銀行跡（現在の八十二銀行上田支店）を示す説明文。第十九国立銀行は、1877年（明治10年）、長野県の佐久地方の豪商であった黒沢鷹次郎らを中心に設立され、養蚕、生糸事業を中心に事業を拡大した。明治から昭和の初めに至るまで、長野県はわが国の生糸生産量の約３割を占め、外貨獲得に多大に貢献するが、第十九国立銀行は、金融面において生糸商人を支え続けた。

						

					登録日：2020-06-16　投稿者：じょうじ
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（キーワード）		第十九国立銀行



	ライセンス	[image: このライセンスは原作についてあなたに対するクレジットの表示を行う限り、あなたの作品をリミックスし、改変し、あなたの作品を使って新しい作品を作ることを許すものです。これはもっとも懐の広いライセンスです。ライセンスされた資料の流通・利用の最大化のためにお勧めしています。]　表示（BY）
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